
戸隊魂訪署からのお羨日らせ
【問合せ先】 〒244-8550 戸塚区吉回町2001番地 ■L

※ お電話は、自動音声に従つてご用件の番号を選択いただくと、

045(863)0011(代表 )

担当者が静再件にお答えしますも

期 ‐ 間 ‐ 会 場 (所在地) 受 付 時 間 対 象 者

2/1(水 )～ 2/3(金 )
泉 公 会 堂

(泉区和泉中央イし5-1■ 1)
午前 9時 15分から

午後 3時45分 まで

【事前申込をお願いします】

小規模事業者 (所得300万 以下)

給 与所得者 、年金受給者

※整産、住宅借入金控除は除く2/7(火 )～ 2/8(水 )
大正地区センター

(戸塚区原宿3-59-1)

(注)本年1よ 栄公会堂の耐霞工事に伴い栄公会堂での無料申告相談は実施しません。

〇

〇

〇

作成済申告書類の提出のみは受け付けておりませんと

オンラインによる事前申込を原則としますと事前申込は、令和 5年 1月 6日 (金)から可能となります。

事前申込サイトについてのお問合せ先は、 【050-3196,3904】
へお源宮いします。(受付時間!平日午前10時～午後4時 ※正午から年後1時を除く。)

o 相談枠に空きがある場合のみ、当日入場整理券の配付を行います。

〇 申告相談会場では、12時から13時まで昼体憲となりますので、ご了承ください。

〇 ご来場の際は、次の書類等をご持参ください。

①前年の申告書等の控え、②源泉徴収票など申告に必要な書類、

③筆記具、計算器、④マイナン′`―カードと本人確認書類の写し

〇 各会場への電話でのお問い合わせ及びお車での来場はご遠慮ください。 X電露での受付は41つ ておりません。

門 設 期 間 ム
云 時 間

1月 23日 (月 )

た 0月 15日 (水 )

※ 土、日及び祝日を除きます。(注 )

戸塚税務署

(戸塚区言田町2001番地)

【入場章付】午前8時 30分から年後4時まで

※入場整理券の配付状況に応じて、受付を早く締め

切る場合があります。(提出のみは年後5時まで)

【相 談】午前9時 15分から

(注)ただし、2月 19日 及び2月 26日の日曜日は開場します。

O 混雑回避のために「入場整理券」を配付します。

※作成済の確定申告書の提出のみであれば、入場整理券は

必要ありません。

〇 入場整理券は、当日、会場で配付するほか、「LiNEに よる

事前発行Jで入手することが可能です。是非ご利用くださ
い 。

0 3月 中は「入場整理券」の入手が困難となることが予想
さ五言衷所百司呼干ワ羽甲巧疎瞬研再輸めです。

P揚〔選農塁彗堰身ま野柔:岳嘉 鶏t讃贔産嬉整賛孔
事

オンラインで事 前 発 行

LINEアプリで国税庁の
公式 LINEアカウントを
友だち勘 自してくださぃ

ロ ン
友だち遺加はこちらから !



中田中だより 令和 5年 1月 号

(1月 16日 発行)

横浜市立寸円中学校

校 長  飯塚者聡

横浜市表区中田北2丁 目20番 1号 電話8033771臥X8054698
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202● 均E 始 動

学校長 飯塚 哲聡

2023年、令和 5年がスタートしました。改めまして、皆さんあけましておめでとうございます。いつもより少し長

い冬休み、いかがでしたか?有意義に週ごすことができたでしょうか。今年度も残すところ、実質 2か月半で

す。悔いの残らぬよう、全力を尽くしていきましょう。特に 3年生は入試を控えて最後の追い込みです。体調に

気を付けて、自分の力を十分発揮できることを願つています。

比較的暖かく、穏やかなお正月となりました。今年は行動制限がなく、大好きな大学箱根駅伝を沿道に出て応

援することができました。まだ声援をすることはできず、相手のみでパワーを送ります。必死の形根で山道を駆

け上がっていく選手を見ると、「若さ」、「エネルギー」、「情熱」、「忍耐J等々、いろいろなものをもらうことができ

たように感じました。今年の中国中学校の皆さんの活気あら、れる活動に思いを重ねていると、なんだか熱いも

のが体に湧いてきました。今年も皆さんの活躍を大いに期待しています。
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元旦には、近くの菩提寺で、次のような言葉に出会いました。

「人人悉道器 (人人ことごとく道器なり)」 これは曹洞宗の派祖、堂山禅師の言葉だそうです。社会科で錬倉

新仏教を学習した際に、名前を聞いた人もいるかもしれません。

「人は皆、道を究めるだけの器がある」というた意味の言葉たそうです。「道」とは仏の道に限らず、仕事や趣

味などtある二うのことに打ち込むことを見えてくる世界ともいえるでしょう。人と比べて優れている、劣っている

ということではなくt註もが自ら打ち込み、自ら究めることのできる、大いなる器を備えているのです。だからこそ
他人を尊重し、また自らを尊重できるのですt

「人と比べるのではない」ことは、これまで何度かお話した「基本的自尊感情」を高めることに通じます。

【「自信ややる気がない」、「不安と孤独を感じる」、「どうせ私なんてJといった自尊感情の低さや、人より優れ

ているとか、優越感を持つといつた「社会的自尊感情」よりも、他者との比較でなく、絶対的で無条件、根源的で

永続にのある「おうのままの自分J=「基本的自尊感情」を大きく強回なものにすることが大事である。そのため

には和IRを二萩一枚塗り重ねるように体験 :感店あ共有を少しずつ積み重ねていくことが大切。中田中でも、大

きく安定した自尊感情を持ち、イ可があつても大丈夫、立ち直れるという生徒を育てたい。】

また「自ら打ち込み、自ら究める」は、前述した駅伝選手の姿にも重なります。「この日」の、「この 1時間」の

ためにどれだけの努力を積み重ねてきたか。まさに「道器」そのものでしょう。

中国中学校の学校教育目標の一つIよ「目標に向かつて努力する生徒Jです。これからの長い人生の中で自

ら打ち込めるものに出会い、究めるために努力を重ねることの土合が、まさしく今、ここにあるということを再認

識した日でした。一日一日を大切に過ごしてください。

最後に保護者の皆様、令和 5年は中口中学校創立 50周年となる節自の年を迎えます。記念事業実行委員会は

来月に3回 ヨを予定しておけ、浅取りや記念事業内容の概要等、骨組みがほぼ目まってきまじた。コロナ禍の影響

をどれだけ受けるかが心湾3な点でもありますが、教識員、生徒、地域の皆様二丸となつて成功を目指します。今後、

仕事がより具体化するにつれ、様々な形で、中国中にご縁のある方々のお力添えを願うことになりましょうが、その

節は、どうぞよろしくお願いいたします。



登今週の一冊]
図書館の取組で「今週の一冊Jと いうコーナーが廊下にあります。ニュースや新間で取り上げられた話題に

間違した本を紹介し、生徒に読んでもらおうという企画です。今週は、成人式、鳩模に聞するものでした。話

題になつた内容の気になつたことを深めていく、宗敵な取組です。

【1月 '2月 の予定]
※予定は変更することがあります。
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重泉区申学機美術秘進国展囲  |
泉区中学校美術科巡回展に出品じた作品が中田中学校美術室前に展示されました。中国中学校の代表の作品

が、近隣の中学校で見られることとなりました。改めて見直すと素暗らしい発想の作品ばかりでした。

展囲
新春値例の書初ゅが各クラスに掲示されました。今年も冬体みの国語

|

科の宿建として取り組みました。                 |
そのうち奎貫章賞搾島が議員室前に掲示されています。また、3年め |

久世 愛尚さんめ作品は、横浜市立学校総合文化祭中学校書写農に出車|

されます。

め



金賞 3年 石井

遠藤

久世

莉花子さん

31R太郎さん

愛尚さん

2年 青木

奥津

大窪さん

咲季さん

1年 今井 愛花さん

阿部 百花さん

山口 璃子さん

fEか らも、フ 金賞、換賞ぶ逮は売まtr_。 みんな張秦りました。
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